
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
  

 

 

 
 

１０月 1 日、東京支社が首都圏本部として組織編成を行うにあたり、準備が急ピッチで進められ

ています。組織再編成施策の中で、東京支社の総合事務センターの業務が移管されることが明

らかになり、担当者が準備や引継ぎに追われている中、本人希望を無視した出向の事前発

令が行われました。 

 

ＪＲ東労組東京地本は、「いま職

場では、社員への説明もなく、納得

感もないままに矢継ぎ早に打ち出さ

れる施策に対し、疑問・不信感なら

びに将来展望を喪失するといった失

望感さえ漂っています」と打ち出し、

経営幹部と現場組合員・社員の認識

一致と納得感を求めて、緊急申し入

れを行いました。 
 

９月１５日、総合事務センターの

組合員（東京地本副委員長）に出

向の事前発令が行われました。こ

の組合員は、事前の面談の中で、

出向自体は否定しないものの、業

務移管に伴う引継ぎに時間がなさ

すぎること、業務移管する業務が

膨大であり、整理がつくまで任務を

負わせてほしいと訴えましたが、そ

の本人希望を無視し、出向が事前

発令されました。 
 

発行責任者 佐藤英樹 

ＪＲ東労組ホームページ 

 


